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この紙は国内回収新聞古紙100％のリサイクルペーパーです。 

Towards  Γ   Be independent and free. 
enjoying  Γ      Be intellectual yet down-to-earth. 
21st century  ̊ Γ      Be international yet act locally. 

 
「いのち」の教育こそ、教育の根幹           波多野 毅 
 

「病室の 真白き中に ひびきける 音なき音の 点滴のつぶ」 

 今から15年前、祖母を看病する中、作った短歌です。1987年8月29日、私は愛する祖母を

癌で亡くしました。中・高・大と体育会系で健康そのものだった私は、それまで健康や病気の

ことなど深く考えることもありませんでした。「ま、もし病気になっても薬を飲めばいい。お医

者さんに治してもらったらいい」と何の疑いもなく安易にそう思っていました。しかし、祖母

の死そしてその後父も癌になったことでものの本を読むようになりました。 

情報とは面白いもので、こちらの問題意識の深さ加減で入ってくるものが違ってきます。そ

れまで、マスコミなどで「現代医学、難病を克服！」なんていうものばかりが目についていた

のが、「三分間医療」「薬漬け医療」ほか国民医療費の増大、慢性病に対する非有効性、権威主

義的な医者と患者の関係など現代医療が様々な問題を抱えていることを知りました。 

また、西洋医学の思想的基盤になっている科学の要素還元主義が人間をあたかも部品の集ま

りのように観てしまう機械論的な医療につながっているというパラダイムの問題も見えてきま

した。西洋では、自我の確立が大切だとされ、合理的精神で自然を観察し、支配しようとして

きました。しかし、いまや世界的な環境破壊と核の恐怖などの歪みが噴出し、これまでの進み

方に反省が出てきているのです。いまこそ、有機的でエコロジカルな世界観が必要なのです。 

 現代文明は、科学技術の発達と共に、物質的豊かさを提供した一方、過食・美食・運動不足・

ストレスの増大をもたらしました。詩人ゲーテに「人間は、自然から遠ざかれば遠ざかる程、

病気に近づく」という言葉がありますが、人間は、自然との共存の中でしか生きられないし、

自己の内なる自然の声が、すっと聴こえる「自然体」の自分でなければ、心身のバランスコン

トロールができないのです。 

TAO塾の卒業生達にも、現在、医者の卵・松原崇一朗君（大分大学医学部）、薬剤師の卵・大

塚英起君（熊本大学薬学部）、看護婦の卵・斎藤あゆみさん（日本赤十字広島看護大学）、理学

療法士の卵・穴井寛和君（九州ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ大学校）と医療関係に進んでいる人達がいます。彼

らには是非専門知識の習得とともに「医」の根源たる「いのち」を育む「食」と「農」への洞

察も深めて欲しく思います。 

 今月5月末に、TAO農場で田植えをします。熊本、福岡、遠くは海外からも無農薬オーガニッ

ク農業を志す人が集まります。子供たちと一緒に土に触れる中で「いのちの根っこづくり」が

できればと思っています。 



私が健康関係の月刊誌に連載していたインタビュー記事が、出版社のお声かけで、このたびインタ

ビュー集という形で本になりました。小国町・アオヤギ書店、熊本市内の紀伊国屋書店・まるぶん書

店・長崎書店・熊本阪神リブロ書店ほか全国書店で販売されています。どうぞ機会がありましたら、

目を通していただけると嬉しいです。私に直接、電話、ファックス、メールを頂いても結構です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ TAO農場日誌                TAO塾スタッフ 藤江雄俊 
 

３月某日――温床づくりと種まき 

家の庭先に温床なるものをこしらえてみる。稲ワラや落ち葉の発酵熱をつかった高度な技術。もちろ

ん失敗。温度が思うように持続しない。春、気候が暖かくなってから芽吹くのが自然なことだ！と開

き直る。それでもｷｬﾍﾞﾂ､ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ､ﾅｽ､ﾄﾏﾄ､ﾋﾟｰﾏﾝなどのツワモノ達がいくつか芽吹いてくれる。３月の

寒さに打ち勝てたものが残る。これが自然淘汰だ！と自然の摂理を垣間見る。農ｽﾅﾜﾁ哲学ﾆ通ズ・・・？  

 

３月某日――EM肥料づくり 

満願寺に住む今村さんのご指導の下、EM肥料づくりに挑戦。まずはﾎﾞｶｼ肥。米ぬか、魚粉、油かす

と EM菌、糖蜜などを混ぜ合わせ、密封容器に封入。空気を入れない嫌気性発酵がポイント、とのこ

と。完成まで二月ほど待つ。次に青草液肥。畑の周囲に芽吹きはじめた春草、竹笹・杉・檜の葉など

を集める。細かく切ってEM菌、糖蜜、塩などと漬け込む。毎日少しずつかきまぜて10日程で完成。 

 

４月某日――畑にて 

気候が和らいでくるとともに畑の周囲もにわかに活気づいてくる。ﾅｽﾞﾅ､ﾚﾝｹﾞ､ｽﾐﾚなど野の花が春風

にやさしく揺れている。じゃがいも、里いもの植え付け。大根、小松菜などの種まき。芽吹きを待つ。

畑の周囲ではﾌｷ､ﾂｸｼ､ﾜﾗﾋﾞ､ﾐﾂﾊﾞなどがお目見え。春の味覚をいただく。剪定した梅、植えかえた柿や

カリン、春の陽を受けて新葉が光る。つがってくれてよかったと一安心。来月には田植えがはじまる。 

 

TAO農場来訪者録より 

ｼﾞﾙ･ｼﾞｮｰﾀﾞﾝさん(豪州・心理学者)ﾃﾞｼﾞｬｰﾃﾞﾝ由香理さん(豪州・ﾊﾟｰﾏｶﾙﾁｬﾘｽﾄ)内藤幹さん(元船井総研

主任研究員)ﾏｲｸ&ﾛｰﾅ・ﾊﾞﾄﾗｰ(英国・ﾍﾞｼﾞﾀﾘｱﾝ協会)有安峰子さん(ｴｺﾛｼﾞｽﾄ)越知純さん(ﾚｲﾝﾎﾞｰ 2000)

大谷ゆみこさん(穀菜食研究家)町谷一成さん(意匠職人)石松りえさん(ｶﾌｪ桃の木)・・・・ほか 
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